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新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関す る 見 解 ( 令 和 2 年 12 月 4 日 版 ) 
和 2 年 12 月 4 日 


令 
岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 
感染 症 対策 専門 委員 会 
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岩手 県 の 全域 に お いて は 、 長 時 間 の 会 話 や 飲食 を 伴う 場面 、 職 場 、 高 齢 者 施設 で の クラ 
スタ ー が 確認 され て お り 、 家 庭 内 感染 や 医療 機関 、 学 校 等 に お ける クラ スタ ー 発 生 リ スク 
まっ て いる こと が 推定 され ます 。 

つい て は 、 県 民 、 事 業 所 及び 医療 関係 者 に あっ て は 、 下 記 の 事項 に 留意 する よう 改め て 




























































































推奨 し ます 。 な お 、 当 委員 会 の 見 解 は 、 あ くま で ロー カル な ヘル ス ア ラー ト 、 リ スク コミ 


ニケ ーション と し て 行う も の で す 。 


記 
家庭 や 職場 を 含む 全て の 場 で 、 基 本 的 な 感染 対策 の 実施 
(1) 手洗 い 、 常 時 マス ク 及 び 咳 エチ ケッ ト を 励行 する 。 
(2) 密閉 、 密 集 、 近 距離 で の 会 話 や 発声 等 を 避け る 。 
(3) 室内 の 換気 、 湿 度 の 調節 を 心がけ る 【 冬 期間 】。 











追加 的 な 感染 対策 の 実施 (奨励 ) 
(1) 【 県 民 及 び 岩 手 県 来訪 者 】 健康 確認 (毎日 )、 体 調 不良 時 の 外出 自粛 、 受 診 前 の 
電話 相談 、 常 時 マス ク 着 用 、 三 密 を 伴う 会 合 等 の 回 避 
ア 毎日 の 体温 測定 と 記録 等 に より 、 自 分 自身 の 健康 状態 を 把握 する こと 。 
イ 発熱 、 咳 等 の 体調 不良 時 は 、7 日間 を 目安 に 外出 を 控え て 療養 し 、 医 療 機関 へ 
の 受診 を 希望 する 場合 は 、 電 話 等 で の 相談 後に 受診 する こと 。 
ウ あら ゆる 場面 で 常時 マス ク 着 用 (ユニ バー サル マス キン グ ) を 実施 する こと 。 
エ 集合 に よる 酒食 を 伴う 宴会 ( 少 人 数 で も 結果 と し て 集団 の 中 に 入る 場合 を 含 
む 。)、 狭 小 な 個室 で の 会 合 や 講習 、 必 要 な 感染 予防 策 な し で の 吾 近 距離 か つ 長 時 
間 の 会 話 や 接触 (濃厚 接触 ) 等 を 避け る こと 。 *Q&A 参照 
(2) 【 事 業 所 】 健康 状態 ・ 行 動 歴 の 記録 
業務 管理 の 一 環 と し て 、 職 員 全員 が 2 週間 前 か ら の 健康 状態 と 行動 歴 を 遡 れ る よ 
うに 記録 する 取組 を 推奨 する こと (体温 測定 と 自覚 症状 、 周 囲 の 同僚 家族 の 状況 も 
含む )。 
(3) 【 接 待 を 伴う 飲食 店 の 利用 者 と 職員 】 接触 情報 、 連 絡 先 情報 の 記録 
接触 確認 アプ リ 「COCOA」 の イン スト ー ル 又は 連絡 先 を 記録 (来店 時 ) する 
こと (匿名 客 の 抑制 ・ 把 握 が 、 結 果 的 に 営業 自粛 等 の 回 避 に つなが る こと )。 
(4) 【 医 療 機関 】 積極 的 な 検査 の 実施 、 診 療 ・ 検 査 医療 機関 の 指定 
感染 者 が 確認 され た 地域 (保健 所 管内 ) の 救急 診療 部 門 や 医師 会 会 員 医 療 機 関 に 
あっ て は 、 積 極 的 に 診療 ・ 検 査 医療 機関 の 指定 を 受け 、 有 熱 者 、 重 症 化 リス ク が 高 
い 者 等 に は 、 よ り 積 極 的 に 抗原 検出 検査 (抗原 検査 ・PCR 検査 ) に 繋げ る こと 。 

































































































































































































































































































































































































































































Q&A 


Q1: 常 時 マス ク の 推奨 に つい て は 、 食 事 の 際 は どう すべ きか 。 ま た 、 運 動 時 や 屋外 で は どう すべ きか 。 
回 答 お よび 解説 


・ 集 団 の 全員 が 常時 マス ク 装 着 に 努め る (ユニ バー サル マス キン グ ) を 行う こと は 、 そ れ ぞ れ の マス ク 
が 完璧 な ウイ ルス 阻止 性 能 を 有 し て いな い 場 合 で あっ て も 、 人 々 が 相互 に 装着 する こと で 感染 リス ク 
が 軽減 で きる と いう 研究 を 根拠 と し て いま す 。 


・ 原 理 的 に 、 RC EA OA TT EN ES 一 般 的 な 社会 生活 で は 
頻繁 に マス ク の 脱着 を 行う こと に な り ま す 。 そ の た め 、 装 着 し た 状態 を 基本 と する も の で す 。 


・ 食 事 の 際 に は マス ク を 外さ ざる を 得 ま せん が 、 会 話し な が ら の 食事 は 座席 に 充分 な 距離 が 必要 と な り 
ます 。 2 m 程度 の 距離 が 確保 で き な い 状況 で は 、 食 事 と 会 話 を 別々 の 行為 と 考え て 食後 に マス ク を し 
た 上 で 会 話す る こと を 推奨 し ます 。 


・ マ スク は 個々 の 材質 や 性 能 よ り も 、 マ スク 周辺 か ら の 漏れ が な い 装 着 方 法 が 推奨 され ます 。 


・ ま た 、 2 m 程度 の 距離 が 確保 で き な い 状況 で 、 マ スク を 併用 し な い 状 態 で の 、 フ ェ ー ス シー ルド や マ 





ウス シー ルド の 使用 は 推奨 され ませ ん 。 





・ 飲 食 店 の 従業 員 等 、 不 特定 多数 と の 接 遇 を 伴う みな さん に お いて は フェ ー ス シー ルド ある い は マウ ス 
シー ルド に 加え て マス ク を 必ず 併用 し て いた だ く よ う お 願い し ます 。 








運動 時 や 屋外 で あっ て 、 他 の 人 々 と の 距離 が 十分 に 確保 可能 な 状況 で は マス ク を 外す こと も 可能 で す 。 
その よう な 場合 で も 、 会 話 を する 場面 で は マス ク を 装着 する こと を 推奨 し ます 。 


Q2: 外 出 の 自粛 は 仕事 や 学校 も 含む か 。 ま た 、 介 護 施設 な どの 家族 等 と の 面会 は どう すべ きか 。 


全て の 外出 を 禁止 する 措置 で は あり ませ ん の で 、 そ れ ぞ れ の 業務 が 欠く べから ざる も の か どう か は 、 
事業 所 ご と 、 職 域 ご と の 方 針 に 従っ て いた だ く 必 要 が あり ます 。 


一 般 的 に は 、 可 能 な 限り 外出 の 機会 を 減ら し 、 外 出先 で の 滞在 時 間 も 短 くす る こと を 推奨 し ます 。 
また 、 家 族 を 含む 全て の 人 々 と の 接触 に は 感染 の リス ク が ある こと を 認識 し 、 可 能 な 限り 相互 の 接 
触 頻度 を 減ら すこ と を 推奨 し ます 。 


な お 、 緊 急 時 や 社会 機能 を 維持 する た め の 外 出 や 業務 に つい て は 、 充 分 な 感染 対策 を 実施 し な が ら 
継続 し て いた だ く ご こと が 適切 で す 。 


Q3: 症 状 出 現時 の 外出 自粛 の 理由 は 何 か 、 仕 事 が ある 場合 は どう すべ きか が 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 風邪 症状 を 初期 に 区 別 す る こと は 困難 で す が 、 病 状 が 明らか に な る か 
治癒 する か は 7 日 程度 で 判断 で きる こと が わか っ て いま す 。 そ の た め 、 最 初 の 7 日間 に 出歩く こと 
で 、 職 場 や 地域 社会 に ウイ ルス を 拡げ な いよ うに 振舞 うこ と が 重要 で す 。 





な お 、 症 状 が 出現 し た ご 本 人 は 7 日 を 経て 改善 し た 場合 は 回 復 に 向かっ つて いる も の の 、 同 居 の ご 家 
族 は ご 本 人 か ら 感 染 し て いる 可能 性 が る た め 、 さ ら に 7 日間 程度 外出 を 控え る こと が 必要 で す 。 


同居 の 家族 全員 に 症状 が な い 状 況 で 14 日 間 を 経過 すれ ば 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 で ある 可能 性 
は 極め て 低く な り ま す 。 


ウイ ルス は 仕事 の 事情 と は 無関係 に 職場 で 拡散 し ます 。 さ ら に 、 職 場 で 感染 者 が 確認 され れ ば 、 職 
場 全体 が 14 日 程度 の 業務 制限 を 要する 自体 と な りか ね ませ ん 、 判 断 は 慎重 に お 願い し ます 。 


Q 4 : 症 状 出現 時 に 検査 が 陰性 な ら ば 、 仕 事 に 出 て も よい か 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 診断 は 抗原 検出 検査 で 行い ます が 、 無 症状 者 の 「 陰 性 判定 」 は で きま 
せん 。 検 査 自体 が 「 際 性 」 の 結果 で も 、 数 日 後 (5- 7 日 程度 後 ) に 遅れ て 「 陽 性 ] と な る 例 が 確認 


され て いま す 。 





検査 が 「 陰 性 」 結果 で あっ て も 、 可 能 な 限り 外出 や 対人 業務 (会 話 や 接触 、 集 会 ) を 避け る 必要 が 


あり ます 。 
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な お 、 入 院 中 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 患者 が 検査 で 陰性 を 確認 する 場合 は 、 以 前 に 行わ れ た 検 
査 が 「 陽 性 」 で あっ た こと が 前 提 に な っ て いま す 。 








